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A new combined staining of cells and fibers in the nervous system was 
described by KLUVER and BARRERA in 1953. The technicalities of the methods for 
celloidin sections are described with some modifications due to our experiences 
























質については原著に譲るがp 著者の教室でも本法を追 とは多少違っている．）を列挙しP 次に各項について
試した結果，非常に優れた方法であることがわかり， 詳述する．
現在数人の研究者によって活用されている．本法はパ 1) ホ札7 リン固定．ツエロイジン包埋．
ラフイ ン切片，凍結切片，ツエロイジン切片の何れに 2) 20～30μの切片とする．






























固定の良否はクレシルエヒト紫 （以下ク紫と略．）液 とであるが，初めの頃 l度や2度は誰しも苦い経験を
で重染色を行う時に大いに関係する．しかし第1段階 持つものでP このむらをうっかりして脱髄所見と誤る
のLuxolFast Blue MBS（以下MBSと略．）染色は固定 ことがないとは云えない．著者は底の広い容器に充分
の余りよくない材料でも，又ホルマリン水中に数年放 量の MBS液を入れP 切片を 1枚1枚丁寧に並べるよ
置されたような材料でも充分よく染まるようである． うにしている．殊に大きい切片の場合には，めんどう
2) 切片の厚さは20μ (15～25叫が適当であろう． でも 1枚ご主に容器を別にした方が間違いがない．
時に大きい標本や脆い材料では30μの切片とすること 4) 切片を95%アJI,コ－ 1（，に移す．切片は全体が濃
もあるがp 鏡検上20μの切片に比べるとや〉見難い． 緑色に染まり，多少MBSの沈澱が附着していること
3) MBS液は予め作って置いたものでよく，原著 もあるが， これは洗うような気持で暫く切片を動かし
には 1年経ったものでも使用に堪えるだろうと記載さ ていると容易にとれる． 次に蒸溜水に移す．こ、で蒸
れているがp 著者が比較した所ではp 作って直ぐのも 溜水中に数日置いておいても差支えないー
の〉方が僅かの差ではあるが濃く染まってよいように 5) 切片を0.05%炭酸リチューム液に入れると，数
思う．又1度使った MBS液を 2度3度と使用しても 秒後に切片が背味を帯びp もやが出始める．こ、で直
充分よく染まる．しかしMBSはそれ程高価ではなくp ちに70%アルコールに移し，切片を絶えず動かしてい
叉0.1%の車希薄液でよいのであるから，大切な材料な ると，次第に弁色が進みp 髄質と灰白質が区別出来る
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